
挑 戦
教育目標 (み)自ら学び (な)仲間とともに (み)未来を切り拓く生徒の育成

キーワード ３つのCha ～ Chance Challenge Change ～

３日（木），４日（金）の両日，県立高校 ３日の６校時，卒業式の会場づくりを２年
の入試がありました。 生が行いました。
３日は，５教科の筆記試験。天気がよく， 体育館にシ

比較的気温も高い穏やかな日で，３年生はそ ートを広げた
れぞれの高校で今までの力を発揮してくれた り，赤絨毯を
ものと思っております。 敷いたり，椅
今回のテスト内容を見ると，記号で答える 子を等間隔に

問題がほとんどでした。４日に生徒の感想を 並べたりしま
聞いてみると，以下のような答えがありまし した。
た。
・今年は開示があるので，記号問題が多い
のかな。 卒業生のため

・始めの英語のテストで記号が多かったの に，今までの感
で，他の教科も記号問題が多いだろう。 謝を込めて，会

・英作文の問題が無くてよかった。 場を作っている
・数学１問目に計算問題があってよかっ 姿が印象的でし
た。 た。
１４日（月）の合格発表では，「桜咲く」

のよい結果が得られるものと期待をしており
ます。

東側階段の２階廊下に，１年生が美術科の
時間につくった「デザインマスクケース」が

３年生が県立高校入試に臨んでいた３日 展示されています。
は，１年生と２年生の実力テストが行われま これは，「小美玉銘菓のパッケージをつく
した。 ろう」という題材の作品です。授業の中で小
３年生の入試日と同じことを知っているの 美玉市の名産品である「イチゴ」「メロン」

か，いつもよりも真剣に取り組んでいるよう 「栗」などを用いた菓子のデザインを生徒そ
に見えました。 れぞれが考え，ラベル印刷をしてマスクケー

スに貼りました。県外出身の生徒は自分の故
郷をテーマにデザインしました。
名産品からどんなお菓子や食べ物をつくる

グランドは，２月下旬までの部活 のか？パンあり，カップケーキあり，たくさ
中止期間や冬場の凍結などで活動す んのアイディアがあふれていました。
るには忍びない状況になっていまし パッケー
た。部活動再開前から，石﨑教頭が軽トラッ ジを見ただ

クで整備を行 けでおいし
っています。 そうなお菓
現在も快適に 子が想像で
部活動ができ きました。
るように定期
的にグランド
整備をしてい
ます。
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